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業務用ITソフトウェアソリューションズ令和�年度　学校編

「作りたい」を形にする
　プログラミングの技能

指 導 先 I T マ ス タ ー

和歌山県立田辺工業高等学校 岡田 政彦（おかだ まさひこ）さん

「ものづくりは人づくり」をモットーに、基礎学力の定着と専

門的かつ実践的な知識・技能の習得、キャリア支援と勤労

観・職業観の育成、豊かな人間性と市民性の育成、地域と

次世代を担うものづくりスペシャリストの育成を目標に掲

げ、教育活動に取り組んでいます。

大学を卒業後、一般企業にてネットワーク管理装置や防災

無線管理装置のソフトウェア開発、運用、保守に携わった後、

IT資産ソフトウェアの要件定義、設計、品質保証に関わってき

ました。プログラミング教室の企画運営や指導も手がける中

で、子どもたちや若い世代へのIT教育に力を注いています。

平成��年度 厚生労働省「ITマスター（業務用ITソフトウェアソリ
ューションズ）」認定
■指導内容
●設計コーディング技術、要件定義、テスト、保守までのソフトウ
ェアライフサイクル全体を指導

〒���-���� 和歌山県田辺市あけぼの��番�号
■設立年　　　昭和��（����）年
■学校長　　　森下 憲一
■学科　　　　機械科、電気電子科、情報システム科
■生徒数　　　���名（令和�年�月現在）



I Tマスターの実 技 指 導を依 頼した理 由

和歌山県立田辺工業高等学校
情報システム科　教諭
田村 豊（たむら ゆたか）さん

学年の習熟度に応じた

プログラミングを段階的に学ぶ

トレンドを考慮した社会で役立つ
ITスキルを教えたい

背 景

生徒が自身の興味や
適性を考える機会に

効 果

実施プログラム
実施内容
目　　的　
受講対象　

Webサイトの制作
htmlとCSSの技能の習得
情報システム科�名（�年生）

VS Code入門�回目 html�の基礎知識、Java Script入門�回目

田辺工業高校に平成��年に設置された情報システム

科は、和歌山県内および近畿地方の公立高校で唯一、

ITを専門的に学べる学科です。そのため、高卒生の採

用に力を入れるIT企業からの求人情報を毎年多数い

ただいており、当学科は高い就職率を誇っています。ま

た、進学を希望する生徒に対しては、IT教育に力をい

れる大学・専門学校への受験支援を行って、多くの生

徒たちを送り出してきました。中でも、IT分野は技術の

進歩が早いため、教員だけでは最新のトレンドを

キャッチアップしきれないのが現状です。就職先や進

学先で役に立つITスキルを指導するためには、授業だ

けでは不十分と考え、ITマスターの指導をお願いしま

した。

岡田マスターには、情報システム科の全学年で指導していただ

いています。�年生は、ビジュアルプログラミングを活用し、PC

画面上に表示される図形などを組み合わせる、視覚的なPC操

作を通してプログラミングへの興味関心を高める講義、�年生

は、htmlとCSSを使ったWebサイト制作をお願いしており、普

段、生徒たちが目にするWebサイトがどのように構築されてい

るのかを学べる機会となっています。�年生はアプリケーション

の開発を通して、応用的なプログラミングの指導をしていただ

いております。各学年の学習レベルに相応した内容で、プログ

ラミングの入門から応用までを身につけられる講義を実施し

てきました。ITマスターのご指導により、生徒たちの多くが自分

の興味・関心のある分野や適性を考える機会にもなっており、

就職、進学をより具体的に考えるきっかけにもなっています。

Webサイトを制作した経験のない生徒が多数を占めるため、htmlとCSSの基礎から習得できる指導内容としました。講義の中では、架
空の不動産会社のWebサイトを制作する課題を設け、指導の回を重ねるごとにWebページをカスタマイズできるように、プログラミング
技能の向上に努めました。

実施したプログラムの内容

CSS�の基礎知識、Webサイトの構築�回目
トップページの作成、リンクの設定、Web
ページの動作検証�回目



Crosstalk Interview

Talk member

泉 楓
（いずみ かえで）さん

情報システム科�年

岡田 政彦
（おかだ まさひこ）さん

ITマスター（業務用ITソフトウェア
ソリューションズ）

Webサイト制作を通じて

プログラミングの技能向上を図る

̶受講者の泉さん、ITマスターの指導プログラムは
どのように学ぼうと思われましたか。

泉：私は将来、IT関連の仕事に就きたいと考えている
ため、プロであるITマスターにご指導いただき、知見
を拡げたいと思いました。また、普段の授業では主に
C言語の習得に向けて頑張っているのですが、他のプ
ログラミング言語も学んでみたいと考えていたので、
興味を持って臨むことができました。

̶�年生が学ぶ「Webサイトの制作」のプログラムで
特に工夫された点はどんなところでしょうか。

岡田マスター：初回の講義で生徒たちに興味を持って
もらえるように、「htmlを使って自己紹介をしよう」とい
う内容にして、まずプログラムを使うことで自分の考え
たことをWeb上で表現できることを伝えました。生徒
の多くは、htmlに触れるのが初めてだったようですが、
楽しんで講義に取り組んでいました。指導の中では知
識の差によってつまずくことがないよう、生徒それぞれ
の状況を見ながら、適宜サポートを行い、�回で無理な
くWebサイト制作が段階的に学べるようにしました。

自分の考えたことを
Web上で表現する

泉：講義では初学者向けのテキストを使って、Web制
作を一から順を追ってじっくりと学ぶことができまし
た。�回目以降は、「架空の不動産会社のWebサイト」
を制作する課題に取り組みました。

̶Webサイトの制作において、重要な点はどのよう
なところにあるのでしょうか。

岡田マスター：まずは、自分で手を動かして、何事も
経験してみることが大切だと思います。講義で用いる
テキストにはWebサイト制作について一通り書かれて
いるものの、自分で試してみてわかることはたくさん
あります。知識や技能が未熟な時期は、最初から完璧
に仕上げられることはないのでトライ&エラーを重ね
ながら、自分の中に経験を蓄えていくことが大切です。
それが、上達への近道になると思います。

̶泉さんは、講義の中で難しかった点はありますか。

泉：Webサイトは、htmlの記述を変えることで、画面
に表示する文字の大きさや、色を変えたりすることが
できます。難しいと思うのは、少しでも記述に間違い
があると、自分が思ったように表示できないことです。
講義の中でも、思ったような形にできない場面があっ
たのですが、何度、htmlを見直しても間違えた箇所が
わかりませんでした。岡田マスターはその際も一目で
記述の間違いを見つけて、修正ポイントを教えてくだ
さいました。一瞬で気づかれたことに本当に驚きまし
た。

岡田マスター：最初は、コードの間違いに気づくのも
難しいと思いますが、経験値が上がっていくと、勘所が

わかるのですぐに対処できるようになります。大切な
のは、プログラムに触れるのを嫌いにならないこと。
わかることが好きにつながり、没頭できるようになる
と技能はどんどん磨かれていきます。まずはゆっくりで
もいいので、一つひとつ、つまずくポイントを潰してあ
げることを、講義では大切にしています。

̶今回の指導を受けて、何か制作してみたいものなど
ありますか。

泉：講義を通してWebサイトの制作ができるようになっ
たら、個人でもWebサイトを作ってみたいと考えていま
す。例えば、自作でブログのような個人のWebサイトを
作り、日常のできごとや考えなどを発信できる場所を
作ってみたいです。

岡田マスター：「作りたい」という情熱を持つことが、
ものづくりには一番大切です。それは、Webサイトに
限らず、アプリやゲームでも、なんでも良いと思います。
いまやプログラミングは専門家や技術者だけのもの
ではなく、インターネットで検索すると、あらゆる情報
が得られる時代です。わからないことがあれば、世界
中にいるプログラミングに詳しい方々から、直接もし
くは間接的に教えを請えるので、これを活かさない手
はありません。チャンスは拡がっているので、ぜひ何事
にも興味を持ってチャレンジしてもらえたらと思いま
す。

泉：岡田マスターは先生というお立場ではあるものの、
私たち生徒の理解度に合わせて講義を行ってくださり、
大変お話ししやすく、わからない点も気軽にお聞きでき
ました。Webサイト制作への興味が深まってきたので、

自分でもインターネットを閲覧する際に好きなWebサ
イトの情報を収集していけたらと思います。また、岡田
マスターは最新のゲームやアプリなど、生徒が興味の
ある分野にも詳しいので、お話を聞いていて新たに学
んでみたいプログラミング言語が増えました。

̶それでは最後に、岡田マスターから一言いただけま
すか。

岡田マスター：ITにはチャンスが拡がっています。アイ
デアと技能があれば、PCひとつで未来を切り拓いて
いける分野です。だからこそ、新しい技術などにもど
んどん興味を持って、より深く学んでもらえたらと思い
ます。また、最近はリモートワークが浸透し、 ITを介し
て働き方の多様性が拡がっています。昔は都市部でし
か携われなかった仕事でも、今では和歌山であっても、
どこに住んでいるとしても、関わることができます。仕
事とプライベートを両立しやすい分野がITの醍醐味
のひとつと言えるでしょう。一人ひとりが将来なりたい
姿を叶えるために、ITを学び、技能を高めてもらえる
と嬉しいです。

学習内容を基にオリジナルトップページ
の作成

�～�回目
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中にいるプログラミングに詳しい方々から、直接もし
くは間接的に教えを請えるので、これを活かさない手
はありません。チャンスは拡がっているので、ぜひ何事
にも興味を持ってチャレンジしてもらえたらと思いま
す。

泉：岡田マスターは先生というお立場ではあるものの、
私たち生徒の理解度に合わせて講義を行ってくださり、
大変お話ししやすく、わからない点も気軽にお聞きでき
ました。Webサイト制作への興味が深まってきたので、

自分でもインターネットを閲覧する際に好きなWebサ
イトの情報を収集していけたらと思います。また、岡田
マスターは最新のゲームやアプリなど、生徒が興味の
ある分野にも詳しいので、お話を聞いていて新たに学
んでみたいプログラミング言語が増えました。

̶それでは最後に、岡田マスターから一言いただけま
すか。

岡田マスター：ITにはチャンスが拡がっています。アイ
デアと技能があれば、PCひとつで未来を切り拓いて
いける分野です。だからこそ、新しい技術などにもど
んどん興味を持って、より深く学んでもらえたらと思い
ます。また、最近はリモートワークが浸透し、 ITを介し
て働き方の多様性が拡がっています。昔は都市部でし
か携われなかった仕事でも、今では和歌山であっても、
どこに住んでいるとしても、関わることができます。仕
事とプライベートを両立しやすい分野がITの醍醐味
のひとつと言えるでしょう。一人ひとりが将来なりたい
姿を叶えるために、ITを学び、技能を高めてもらえる
と嬉しいです。


